
◇全日本ジュニア選手権レポート【今次】 
6 月 13 日～15 日にかけて、全日本ジュニア選手権が開催されました。斑蛇口湖は当初、水不足

気味でしたが、開催の週に九州が梅雨入りとなり無事に大会が行われました。参加者によって

持ち込まれた艇を見てみると、全体の約半分弱（46％）が弊社の艇でありましたが、Ｆ社とＥ

社が高額ながらも根強い人気をもち、それぞれ 20％と 10％というシェアを占めておりました。

残りはＳ社の艇やその他の海外艇といった構成で幅広いメーカーの艇が利用されているという

印象でした。最終日はあいにくの悪天候でしたが、男子優勝・準優勝の選手が使っていた艇は

弊社の WinTech 艇であり、選手権試合においても充分に選手のパフォーマンスへ対応できるこ

とをアピールできたと自負しております。また、今回、期間中に衝突事故が数件起こり応急処

置対応をさせていただきましたが、海外艇においては補修用パーツの揃わないモノもあり、“万

が一の際にリスクが大きい”という事をぜひ艇選択の要素に入れていただきたいと思います。 

◇お買得！在庫艇、艇置台情報 （価格はすべて税込・送料別） 
＜シングルスカル（中古艇）＞ 

 WinTech Medalist ｱﾙﾐｳｲﾝｸﾞﾘｶﾞｰ 60-75kg（全日本ｼﾞｭﾆｱ使用艇）6艇 ¥600,000 

 WinTech Medalist ｱﾙﾐｳｲﾝｸﾞﾘｶﾞｰ 75-85kg（全日本ｼﾞｭﾆｱ使用艇）1艇 ¥600,000 

 A2 International ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟﾘｶﾞｰ 女子設定 （全日本ｼﾞｭﾆｱ使用艇）2艇 ¥400,000 

 WinTech Medalist ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟﾘｶﾞｰ 60-75kg（日本ﾅｼｮﾅﾙﾁｰﾑﾚﾝﾀﾙ艇）1 艇 ¥450,000 ※補強追加のため艇重量 14.5 ㎏ 

＜艇置台（中古）＞ WinTech 艇置き台（小） 鉄パイプ式（赤布） 6set ¥8,400/1set 

＜艇置台（新品）＞ WinTech 艇置き台（大） 鉄パイプ式（赤布） 15set 限定 特別価格 ¥10,500/1set 

◇良いボートコースは選手の一声で その７【岩佐】 
＜ロープの処理・巻取機＞コース作りのロープの処理、大変ですがどうされていますか。船底に円をえがきつつ置いていく方

法もありますが、これだともつれてしまいます。巻取機（水道ホースの巻取の大きな物）を利用しますと、随分と楽に速くな

ります。ロープの片方を陸に取付け、モーターボートでゆっくり進んでいけば、この巻取機が回転しながらロープが水面に張

られていきます。ワイヤーロープでしたらブイを取付けながらの作業になります。撤収の時も、モーターボートでゆっくり走

り、それに合わせて船上で巻いていけば、もつれ対策にもなり、その巻き終わった巻取機を船から降ろせば収納も楽になりま

す。中には、巻取機のハンドル部とドラム部が別々のものがあります。この方式ですと、ドラムを一つ一つセットしなければ

なりません。色々使ってみた中で、一体型のものをお勧めいたします。巻取機にはコース名やナンバー、どの位置のものかを

記入しておけば、どこに使用するのかがすぐにわかります。コースロープの収容、収納についてのご用命は当社まで。 

◇Concept2 のスムーシーブレード 
昨年、Concept2 社の Smoothie のブレードが Smoothie1 から Smoothie2 に改良されました。どちらの

外観も中央の峰がありませんが、新しい Smoothie2 ではブレードの曲率を大きく、またブレード上

部のそり返しを小さくして、Croker 社のブレードに似た形状になりました。この変更により、水中

での上下方向の安定性が増し、フィニッシュに向けて水が固定しやすくなっています。また、ブレ

ードピッチも、従来の Smoothie1 では通常-3°に調整する必要がありましたが、Smoothie2 では Big 

Blade などと同じく 0°の設定でよくなりました。ピッチ測定をする際にはご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

未来に向かって進化 
－お客さまの役にたつ存在になる－ 

＊総てに挑戦  
プロの仕事に徹する   

＊存在価値の追求  
国内メーカーとしての価値を高める   

＊スピードアップ  
総ての仕事に納期を設定する 
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ボート部・カヌー部代表者 各位 

BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX (077-573-8002)又は E-Mail（kuwano@k-boat.co.jp）で 

当社までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。 

お手数ですがボート・カヌー関係者へお渡しください。 

スポーツは選手本人達の努力のみによって勝敗が決まる。これが
大前提です。だから男女、体重、年齢等の種別を設定します。ト

レーニング効果でこの差を超えることが不可能だからです。「高速

水着騒動」は一応落ち着いたようですが、いくら誰でも使えるよ
うになったとは云え、特殊道具に奔り過ぎの感は否めません。一

般の人は気軽に使えませんから水泳競技の二重構造化が進むでし

ょう。ボートでは可動式リガーは即禁止になりましたが、ジュニ
ア世代の高級艇使用傾向や犠牲的指導ができる先生がいないと勝

てないこと、有名大学の過剰な高校選手の勧誘など・・・。ロー

イング環境の二重構造を作ってはいけないと思います。【古川】 

Ｓ社

その他

24 % 桑野

46%
Ｅ社1 0%

Ｆ社 20%

［参加選手の自艇割合］ 

 


